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真
の
積
極
財
政
を
実
現
す
る
た
め
の
財
政
法
第
四
条
等
の
改
正
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

財
政
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
四
条
は
、
国
の
歳
出
に
つ
い
て
公
債
又
は
借
入
金
以
外
の
歳
入
を
財
源
と

す
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
国
債
発
行
を
公
共
事
業
費
等
に
限
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
財
政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百

九
号
）
第
五
条
は
、
地
方
公
共
団
体
の
起
債
を
厳
し
く
制
限
し
て
い
る
。
両
法
は
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
十
二
年
及
び
昭
和

二
十
三
年
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
経
済
社
会
情
勢
を
前
提
と
し
て
い
る
。 

 

現
在
の
我
が
国
に
お
い
て
、
将
来
の
経
済
成
長
を
支
え
る
投
資
は
道
路
や
橋
梁
等
の
社
会
資
本
整
備
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
教
育
・
子
ど
も
政
策
、
研
究
開
発
・
科
学
技
術
、
デ
ジ
タ
ル
基
盤
整
備
等
（
以
下
「
教
育
・
子
ど
も
・
デ
ジ
タ
ル
等
」

と
い
う
。
）
も
将
来
の
経
済
成
長
及
び
国
力
の
強
化
に
資
す
る
も
の
と
考
え
る
。
教
育
・
子
ど
も
・
デ
ジ
タ
ル
等
へ
の
投
資

は
、
現
役
世
代
だ
け
で
な
く
将
来
世
代
も
便
益
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
財
源
不
足

を
建
前
に
教
育
・
子
ど
も
・
デ
ジ
タ
ル
等
に
対
し
、
必
ず
し
も
十
分
な
投
資
を
行
っ
て
い
な
い
。
一
方
、
日
本
銀
行
の
資
金
循

環
統
計
に
よ
れ
ば
、
家
計
金
融
資
産
は
約
二
千
三
百
兆
円
を
超
え
る
規
模
に
達
し
て
お
り
、
金
融
機
関
に
も
潤
沢
な
預
金
が
存

在
す
る
。
仮
に
財
政
法
第
四
条
及
び
地
方
財
政
法
第
五
条
の
よ
う
な
制
約
が
無
け
れ
ば
、
政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
こ
の

国
内
の
潤
沢
な
資
金
か
ら
借
り
入
れ
る
こ
と
が
可
能
な
状
況
で
あ
る
。 
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こ
の
よ
う
な
「
カ
ネ
余
り
」
と
も
呼
べ
る
状
況
の
下
で
は
、
教
育
・
子
ど
も
・
デ
ジ
タ
ル
等
へ
の
投
資
は
、
国
債
等
に
よ
る

借
入
資
金
の
対
象
と
な
る
従
来
型
の
公
共
事
業
以
上
に
積
極
的
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
潤
沢
な
資
金
を
活
用
す

る
こ
と
な
く
、
財
政
法
第
四
条
等
に
よ
り
、
財
源
を
主
と
し
て
税
収
等
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
現
行
制
度
は
、
現
代
社
会
の

実
態
に
即
し
て
い
な
い
と
考
え
る
。 

 

ま
た
、
地
方
財
政
法
第
五
条
に
よ
る
制
約
や
地
方
公
共
団
体
の
起
債
制
度
は
、
地
域
金
融
機
関
に
資
金
が
存
在
し
て
い
た
と

し
て
も
、
地
方
公
共
団
体
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
長
期
的
な
投
資
を
行
う
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
「
財
政
規
律
」
が
し
ば
し
ば
国
債
発
行
そ
の
も
の
を
抑
制
す
る
意
味
で
論
じ
ら
れ
て
い
る

が
、
真
に
問
わ
れ
る
べ
き
は
国
債
発
行
に
よ
る
借
入
れ
の
多
寡
で
は
な
く
、
借
入
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
資
金
が
将
来
の
生
産

性
向
上
や
国
民
生
活
の
向
上
に
ど
の
程
度
寄
与
す
る
の
か
、
ま
た
、
こ
れ
ら
に
寄
与
し
な
い
「
無
駄
」
な
事
業
を
放
置
せ
ず
、

削
減
し
て
い
る
か
で
あ
る
と
考
え
る
。 

 

加
え
て
、
金
融
政
策
を
担
う
日
本
銀
行
に
つ
い
て
は
、
日
本
銀
行
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
二
条
に
「
物
価
の

安
定
を
図
る
こ
と
を
通
じ
て
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
こ
と
」
が
理
念
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
経
済

成
長
の
停
滞
が
長
期
に
わ
た
り
続
く
中
で
、
日
本
銀
行
は
、
物
価
の
安
定
だ
け
で
な
く
、
雇
用
の
拡
大
に
対
し
て
も
役
割
を
果
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た
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
米
国
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
以
下
「
Ｆ
Ｒ
Ｂ
」
と
い
う
。
）
は
、
「
物
価
の
安
定
」
と
と
も
に

「
雇
用
の
最
大
化
」
を
重
要
な
政
策
目
的
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
な
ら
う
べ
き
と
考
え
る
。
こ
う
し
た
他
国
の
事
例
を
踏
ま

え
、
日
本
銀
行
の
目
的
や
理
念
、
責
務
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。 

 

以
上
を
踏
ま
え
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

一 

財
政
法
第
四
条
が
公
共
事
業
費
に
つ
い
て
「
公
債
を
発
行
し
又
は
借
入
金
を
な
す
こ
と
」
を
認
め
た
趣
旨
は
、
将
来
に
わ

た
っ
て
国
の
資
産
を
形
成
し
、
そ
の
資
産
か
ら
の
受
益
も
長
期
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
後
の
世
代
に
も
相
応
の
負
担
を
求
め

る
こ
と
を
許
容
し
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
政
府
も
同
様
の
認
識
で
あ
る
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

二 

教
育
・
子
ど
も
・
デ
ジ
タ
ル
等
へ
の
支
出
に
つ
い
て
も
公
共
事
業
費
と
同
じ
く
、
将
来
世
代
が
長
期
に
わ
た
り
便
益
を
受

け
る
投
資
的
性
格
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。
教
育
・
子
ど
も
・
デ
ジ
タ
ル
等
へ
の
支
出
に
つ
い
て
、
公
共
事
業
費
と
同

様
に
後
の
世
代
に
も
相
応
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
性
質
を
有
す
る
と
認
識
し
て
い
る
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ

れ
た
い
。
ま
た
、
教
育
・
子
ど
も
・
デ
ジ
タ
ル
等
へ
の
支
出
が
将
来
世
代
に
便
益
を
も
た
ら
す
社
会
的
資
本
で
あ
る
と
の
観

点
か
ら
、
財
政
法
第
四
条
に
つ
い
て
、
教
育
・
子
ど
も
・
デ
ジ
タ
ル
等
へ
の
支
出
を
公
共
事
業
費
と
同
様
に
扱
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
改
正
又
は
廃
止
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 
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三 

将
来
の
経
済
成
長
に
つ
な
が
る
教
育
・
子
ど
も
・
デ
ジ
タ
ル
等
へ
の
投
資
の
財
源
に
国
債
を
活
用
す
る
場
合
に
は
、
そ
の

財
政
規
律
は
、
従
来
の
よ
う
な
国
債
発
行
額
や
債
務
残
高
に
の
み
注
目
す
る
考
え
方
で
は
な
く
、
投
資
目
的
、
費
用
対
効

果
、
将
来
の
生
産
性
向
上
や
税
収
増
加
へ
の
寄
与
等
も
含
め
て
総
合
的
に
評
価
す
る
新
た
な
財
政
規
律
の
考
え
方
を
採
用
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

四 

地
方
財
政
法
第
五
条
は
、
地
方
公
共
団
体
の
歳
出
に
つ
い
て
、
地
方
債
以
外
の
歳
入
を
財
源
と
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
、

地
方
債
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
経
費
の
範
囲
を
厳
し
く
限
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
方
債
の
発
行
予
定
額
の
総
額
を
国

が
一
方
的
に
決
め
る
地
方
債
計
画
の
策
定
、
起
債
の
た
め
に
必
要
な
協
議
・
許
可
の
手
続
、
事
業
別
の
地
方
債
充
当
率
の
設

定
等
、
地
方
債
に
係
る
こ
れ
ら
の
制
度
に
よ
っ
て
、
地
方
公
共
団
体
の
資
金
調
達
は
国
の
管
理
下
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
地
域
の
金
融
機
関
に
余
裕
資
金
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
公
共
団
体
が
起
債
し

て
そ
の
資
金
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
地
域
の
た
め
に
必
要
な
投
資
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、

各
地
方
公
共
団
体
が
、
住
民
の
意
思
に
基
づ
い
て
、
教
育
・
子
ど
も
・
デ
ジ
タ
ル
等
の
地
域
に
必
要
な
様
々
な
事
業
を
、
金

融
機
関
の
資
金
を
活
用
し
な
が
ら
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
の
自
由
な
起
債
を
制
限
す
る
こ

れ
ら
の
制
度
を
抜
本
的
に
改
正
す
る
必
要
は
な
い
か
、
特
に
、
地
方
財
政
法
第
五
条
は
廃
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
政
府
の
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見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

五 
日
本
で
は
自
ら
命
を
絶
つ
と
い
っ
た
子
ど
も
の
不
幸
が
極
め
て
多
く
、
子
ど
も
の
生
き
が
い
に
関
す
る
調
査
で
も
先
進
国

の
中
で
低
い
結
果
が
出
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
地
域
で
子
ど
も
が
好
き
な
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
教
育
に
転

換
す
べ
き
で
あ
り
、
子
ど
も
が
将
来
の
選
択
肢
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
教
育
に
地
方
の
お
金
を
自
由
に
使
え
る
仕
組
み

を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

六 

現
下
の
厳
し
い
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
、
日
本
銀
行
の
目
的
・
理
念
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
政
策
目
的
に
「
雇
用
の
最
大

化
」
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
「
雇
用
の
最
大
化
」
を
明
確
に
位
置
付
け
る
べ
き
と
考
え
る
。
日
本
銀
行
の
目
的
・

理
念
に
「
雇
用
の
最
大
化
」
を
加
え
る
日
本
銀
行
法
改
正
の
必
要
性
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


